
（様式２）

配点（標準点） 指定管理者自己評価 市評価

1 2(1) 2 2

2 2(1) 2 1

4 4 3

3 4(3) 3 3

4 10(6) 8 6

5 4(3) 3 3

6 4(3) 4 3

7 4(3) 3 3

8 4(3) 4 4

9 3(2) 2 2

33 27 24

10 5(3) 5 5

11 5(3) 3 3

10 8 8

12 5(3) 4 3

13 5(3) 1 2

14 5(3) 4 4

15 9 9

15 10(6) 8 6

16 4(3) 3 3

17 4(3) 4 3

18 2(1) 1 1

19 2(1) 2 1

20 2(1) 1 1

21 2(1) 1 1

26 20 16

22 3(2) 2 2

23 3(2) 2 2

6 4 4

24 2(1) 2 2

25 2(1) 0 0

26 2(1) 2 1

6 4 3

100 76 67

令和３（2021）年度　指定管理者制度導入施設　管理運営評価結果書

施設名称 郡山市畜産振興センター（郡山石筵ふれあい牧場） 施設区分 事業実施型

施設所在地 郡山市熱海町石筵字萩岡２番２ 指定管理者 公益財団法人郡山市観光交流振興公社

指定期間 平成31年4月1日から平成36年3月31日 施設所管部課 農林部園芸畜産振興課

評価項目 評価基準 自己評価コメント 市評価コメント 特記事項

Ⅰ　市民の平等な利用の確保

平等利用
市民の利用にあたり、公平であるか。
（例：使用許可、使用料等の減免、利用の制限
等）

特定の人や団体に対して便宜的行為はな
く適切に利用料金の免除を実施した。利
用者からの苦情や市民提案制度における
市民の声の投稿が１件もなかった。

平等利用や公平性の視点で、利用者から
の苦情や市民提案制度における市民の声
の投稿にも適切に対応しており、平等利
用、公平性が保たれている。

危機管理、事故・災
害等への対策・対応

事故・災害発生時又は危険予測時の対策・対応が行
われているか。（例：マニュアル整備、訓練等）

・危機管理マニュアルの整備
・新型コロナウイルス感染症対策の
　実施

危機管理マニュアルが整備されており、
危機管理等の対策が行われている。

事業実施状況
計画どおり事業が実施されているか。
サービス向上の取り組みがなされているか。

まん延防止等重点処置に伴い中止のイベントがあっ

たが、感染症予防対策を徹底しイベントを行い利用

者の増加につなげた。

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策
として事業計画の変更があったがそれ以
外は計画どおり実施された。

広報・ＰＲの実施
利用促進のための取組みを実施しているか。
（例：事業の開催案内、ホームページの管理　等）

広報こおりやまやテレビ放映、
SNS等を活用してPRを図った。

多様な広報媒体を活用し、積極的なPRに
取り組んでいる。

小計

Ⅱ　施設の効用の最大限の発揮

管理運営方針
市が示している管理運営方針及び仕様書に合致し
た、施設の管理運営がなされているか。

市が示している管理運営方針等
に基づき管理運営を行った。

市が示した管理運営方針、仕様書の概ね
水準どおり管理運営がなされている。

市、関係機関、類似施
設、地元等との連携

市、他の指定管理者、関係機関、類似施設、周辺施設、地元
等との連携を図っているか。
（例：施設間の回遊・相互利用、地元とのタイアップ、積極
性　等）

郡山カルチャーパーク、郡山ユラックス
熱海、磐梯熱海旅館協同組合、中ノ沢・
沼尻温泉を対象に連携事業（割引料金）
を実施した。

ユラックス熱海との相互利用や、近隣温
泉宿泊施設とのタイアップ、市主催イベ
ントへの参加や郡山カルチャーパークと
の連携など積極性に対応している。

利用者アンケート
への対応状況

利用者アンケートによる指摘のうち、改善すべき事
項について対応を図っているか。

改善が可能な項目については対
応している。

改善すべき事項について対応し
ている。

接客態度
言葉づかい、態度、電話対応、名札、服装等は適切
か。

来場客への接客、電話対応など一人
ひとり丁寧に対応している。

利用者アンケート等において、指摘の意
見がなく、言葉づかい、態度、電話対
応、服装等、利用者に適切な対応がされ
ている。

苦情・要望の
把握・対応

利用者からの意見、苦情を受けて、迅速に対応できている
か。（記録簿整備を含む。）
特に重要な事案については、遅滞なく市へ報告しているか。

苦情は基本的になかったが、指摘事
項については即日対応した。

利用者からの意見、苦情に迅速に対応し
ている。

収入確保の取組みを推進しているか。
指定管理料を含め、支出が適正に行われたか。

新型コロナウイルス感染症による休
場等で収入が伸びなかった分、極
力、支出の削減に努めた。

イベント等を実施により収入確保に取組
んでいる。

小計

小計

Ⅲ　管理経費の縮減

帳簿管理・経理

帳簿等は適正に管理されているか。
契約にあたり、適正な経費算定（積算）が行われた
か。業務委託や修繕について適正な監督、検収が行
われたか。

規程に則り適正に管理され
ており、内部、外部監査を
受けている。

①帳簿管理が適切　②財務に関する規程
等が整備されている
③契約業務で見積書、設計書、契約書、
検査書が全て整備されている
④会計事務所による外部監査が実施され
ている。　⑤現金管理が厳重かつ適正に
行われている。

収入確保、支出の適正
化等、予算の執行状況

連絡調整
協定書等に従い、市への各種届出、報告、提出、協議、相談
等を適切にしているか。
市や地域、関係機関との連携調整を適切に行っているか。

協定書に従い、連絡調整が必要な場
合は随時行った。

協定書等に従い、市への各種届出、報
告、提出、協議、相談等を適切に実施し
ている。

小計

Ⅳ　管理を安定して行う人的、物的能力その他経営上の基盤

人員・研修体制
人員の配置、勤務実績、労働環境等は適切か。
必要な資格、経験等を有する人員が確保されているか。職員
に対し研修を実施しているか。

刈払機取扱講習等、必要な研修、講
習を受講している

・仕様書通り、有資格者を確保、配置し
ている。
・業務に支障が生じていない適正な職員
配置で、ほぼ要求水準通りの成果があ
る。
・年間研修計画に基づき、研修が実施さ
れている。

収支状況 収支予算書どおりの収支状況となっているか。

まん延防止等重点処置に伴いBBQ、芋煮会
施設臨時休業、緬羊まつり、雪まつりが
中止となり、収入は大幅に減少したが支
出削減に努め収支のバランスを図った。

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策
として休場や事業計画の変更があったた
め収支予算書のとおりとはならなかっ
た。

事故防止のため、常に巡回点検
を実施した。

仕様書や指定申請時の提案内容が適正に
実施されている。

清掃・衛生・美観維持
利用者が快適に利用できるような状態が保持されているか。
市の指定管理施設にふさわしくないチラシやパンフレットの陳列、ポ
スター掲示等はないか。

植栽管理など都度実施した。

・利用者が快適に利用できる状態が保持
されている。
・指定管理施設にふさわしくないチラシ
やパンフレット、ポスター掲示がない
・ゴミの分別がされている

Ⅴ　適切な施設の維持管理

施設・設備の保守管理
法定点検が確実に行われているか。
施設・設備が適切に利用できるような状態が保持されている
か。（修繕を含む。）

法定点検を確実に実施している。緊急修
繕の必要なものは即実施している。当該
年度の修繕計画に基づき修繕を実施し
た。

・法定点検の実施漏れが１件もない。
・日報を遺漏なくきちんと残している。
・修繕計画に基づき修繕を実施してい
る。

安全の確保
建物・設備等が安全に利用できるような状態が保持
されているか。

法令等遵守
法令、条例等に基づき、必要な点検、報告、手続き
等を行っているか。

法令、仕様書等に基づき適正に
実施した。

法令、仕様書、指定申請時の提案を概ね
適正に実施している。

個人情報保護
個人情報保護に関する規定が整備されているか。
個人情報の漏洩、滅失等の事故防止対策を講じているか。

個人情報保護に関する規程に基
づき適正に管理を実施した。

法令、仕様書、指定申請時の提案を概ね
適正に実施している。

備品の管理 備品が適切に管理されているか。 適正に管理している。
備品が損傷・滅失することなく、適正に
管理されている。

持ち込み物品等の管理
持ち込み物品等が適切に管理されているか。
（例：持ち込み物品等管理簿、表示　等）

管理簿をもとに適切に管理し
た。

持ち込み物品管理簿と現地に配置してい
る物品が概ね一致しており、物品も適正
に管理されている。

小計

Ⅵ　雇用及び地域経済への配慮

雇用・労働条件への配慮
労働基準法等の労働関係法令、郡山市公契約条例等
の順守がなされているか。
労働条件への配慮は十分か。

指定管理申請時の提案内容通り
法令を遵守するとともに、労働
条件の配慮を行った。

指定申請時の提案内容通りの雇用・労働
条件となっている。

地域経済への配慮
計画通りに市内からの職員採用を行っているか。
再委託は計画通り適正に行われているか。
市内事業者への再委託を行っているか。

市内からの職員採用を行うとと
もに、再委託に関しても適正に
実施した。

地元からの雇用、地元企業への発注が指
定申請時の提案内容通りの内容となって
いる。

小計

指定管理業務への姿勢
積極的な管理運営、市に協力的であるか
地域や民間事業者と円滑な関係を構築しているか

市・地域・民間事業者の行
事等に積極的に参加し円滑
な関係を構築している。

市に協力的であり積極的な管理運営が行
われている。地域行事に職員が参加する
など円滑な関係を構築している。

Ⅶ　その他

活動指標
設定した指標の目標値（開館日、提案事業における
来場者参加型イベント数）を達成しているか。

開場日、来場者参加型イベント
数を上回り実施した。 100.00%

成果指標
設定した指標の目標値（施設利用者数）を達成して
いるか。

目標値103,000人に対し
75,680人 73.47％ 73.47%

小計

合　計　点

（様式２）

令和元（2019）年度

79,435

12,694

75,440

指定管理期間１年目の年度であったが、
引き続きの指定管理であり、協定書、仕
様書に基づき適正な管理運営が行われて
いた。
　屋外の施設が主であり、利用者数の増
減には天候の影響を大きく受けるが、畜
産振興センターの特性を活かした各種提
案事業の実施や積極的なＰＲに取り組ん
でいる。
次年度に向け、動物飼育、食品製造等特
別な技術を要する職員の計画的な養成や
こおりやま広域連携中枢都市圏向けＰＲ
などＰＲの更なる強化が望ましい。

・7月11日（木）～7月31日
（水）、熊被害のため、10月
13日（日）台風19号のため臨
時休場

【一次評価（指定管理者による自己評価）】

点数

【二次評価（市による評価）】

点数

【改善のための行動計画】

実　　　　　　　　績

令和２（2020）年度 令和３（2021）年度 令和４（2022）年度 令和５（2023）年度 合計

235,320

利用料金収入 (千円） 10,446 11,489 34,629

指定管理料 (千円) 79,787 76,098

備　　考

4月18日（土）～5月19日
（火）まで、新型コロナウイ
ルス感染症にかかる非常事態
宣言措置等により臨時休場

8月23日（月）～9月24日（金）ま
で、まん延防止等重点措置に伴い
バーベキュー・いも煮会施設を臨
時休業。緬羊まつり、雪まつりを
中止。

269,949

二次評価
（市の評価）

新型コロナウイルス感染症拡大防止対
策により、事業実施に制限がかかる状
況の中で畜産振興センターの特性を活
かした各種提案事業を実施し施設の効
用を発揮するための最大限の努力が行
われた。
　また、管理経費の縮減を図りなが
ら、協定書や仕様書に基づき適正な管
理運営が行われた。
次年度に向け屋外の施設が主となる施
設の特性を活かしたＰＲの実施や預託
放牧事業の更なる推進を図ることが望
ましい。

昨年に引き続き、新型コロナウイルス
感染症拡大防止対策により、事業実施
に制限がかかる状況下であったが、SNS
などを通じて積極的に情報発信に取り
組んだ結果、前年度と比較して、利用
者数で12.6％、利用料金収入で10％、
それぞれ増加し、協定書、仕様書に基
づき適正な管理運営が行われていた。
次年度に向け、屋外の施設が主となる
畜産振興センターの特性を活かした預
託放牧事業を一層推進させ、更に利用
者拡大と獲得を目指し、こおりやま広
域連携中枢都市圏やその他近隣市町村
へのＰＲの実施が望ましい。

利用者数 (人) 67,217 75,680

評価 評価内容

Ｂ⁺ 76

【総合評価（評価できる点等）】
・まん延防止等重点措置の発令により中止のイベントがあったが、屋外の施設の強みを生かし、新しい生活様式を
　実践しながら感染予防対策を実施し、ウエブサイト、ＳＮＳ、広報こおりやまを通して営業案内、イベントPRを
　した結果、利用者数ほか、前年を上回った。

【次年度に向けて改善が必要な点】
・展示動物の高齢化が進んでいるため、動物の入れ替えが必要と考えている。
  特に乗馬は大変人気があるが、乗馬用馬の高齢化により、足のむくみ等の症状が発生している。
  低価格・安全・安心を提供するには、調教された馬が必要なことから導入に向けて入手方法などの情報収集が必要と思われる。
・山羊、緬羊についても近親交配のため、外部からの雄・雌購入が必要である。

サ　ー　ビ　ス　向　上　対　策

新型コロナウイルスの感染症対策を講じながらイベントの事業を行った。

ＪＡ福島さくら農産物直売所「あぐりあ」へ移動動物園（山羊２頭）を展示し地域活性化へ寄与した。

行動計画
【前年度の指摘事項】
○屋外の施設が主となる施設の特性を活かしたＰＲの実施。
○預託放牧事業の更なる推進。

【改善対応状況】
○イベント他について、ウエブサイト・ＳＮＳ・広報こおりやまにてＰＲしているほか、日頃の場内の風景や変化を発信した。
○畜産農家へ訪問し預託放牧の周知のほか、北海道へ預託放牧をしている畜産農家への周知を予定している。

評価 評価内容

Ｃ⁺ 67

【総合評価（評価できる点等）】
　新型コロナウイルス感染症拡大防止対策により、事業実施に制限がかかる状況の中で畜産振興センターの特性を活か
した各種提案事業を実施し施設の効用を発揮するための最大限の努力が行われた。
　また、管理経費の縮減を図りながら、協定書や仕様書に基づき適正な管理運営が行われた。

【次年度に向けて改善を望む点】
○預託放牧事業の一層の推進。
○こおりやま広域連携中枢都市圏やその他近隣市町村への施設ＰＲの更なる強化。
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【各評価区分における得点率】


